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ナノシードαによる空間除菌の可視化報告 
－１万分の 1mm 以下の超微粒子の放出･拡散の可視化と除菌効果－ 
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１ 本報告書の要旨 

 

２ 空間除菌の可視化の目的 

前橋工科大学が実施した除菌試験において、「ナノシードα（除菌装置）は、100

畳相当の広い部屋（床面積 180ｍ2、天井までの高さ 3ｍ）でも、1 時間弱で、除菌

がおおむね可能である」との報告がされている（参考文献[1] ）。 

前橋工科大学でのナノシードαの除菌効果を、学術的に裏付ける一つのアプロー

チとして、ナノシードαから放出される「目に見えない超微粒子」の流れを、可視

化し、100 畳相当の広い空間（180ｍ２）の隅々まで、超微粒子が実際に飛んでいる

ことの学術的根拠を示すことを最終目標とし、本研究は、その第 1 歩として、「透

明で、１万分の 1mm 以下の超微粒子」の放出・拡散の運動を、可視化する「煙によ

る間接的方法」により微粒子の運動の可視化を試みる。 

 

３ 「ナノシードαからの微粒子」の可視化の難しさ 

ナノシードαは，イオン風の発生と同様の原理で液体を室内に散布する．現時点で

は散布時に排出される液体は粒子状か，イオン化しているか，気化しているかなど

の状態を特定するに至っていない．一方で，簡単な目視では超音波加湿器のような

微細液滴を発生する方法ではないことが分かる．すなわち，ナノシードαからは透

明の流体が放出されており，一見「透明」でレーザー光線に反射せず、レーザー測

定器では検出できない。すなわち，可視化での難しさは、粒子が「透明」であるこ

とに起因する。 

 

４ 透明な微粒子を可視化する一つの方法 

細かい煙を、室内に浮かせておく。放出された透明な粒子は、煙にぶつかる。 

粒子が煙にぶつかれば、煙は動く。煙が動くということは、ナノシードαの粒子

が、そこまで飛んでいることを意味する。 

本研究では、ナノシードαの粒子で、煙を動かし、煙の動きにより、粒子の運動

を、間接的に可視化する方法を試みる。 

予備実験の結果、ナノシードαから放出される粒子は、「透明」であり、レーザ

ー光線に反射せず、レーザー測定器では検出できない粒子であることが分かっ

た。 
レーザー光線に反射しない粒子の動きを可視化する一つの方法として、細かい煙

を、室内に浮かせておき、透明な粒子を煙にぶつける。粒子がぶつかれば、煙が

動く。この煙の動きを可視化することにより、粒子の動きを「間接的」に可視化

する方法を用いた。実験室の天井（高さ 2.7m）および実験室の隅（ナノシードか

ら約 7ｍの位置）の煙が動いていることを、目視で、確認した。このことによ

り、ナノシードαからの粒子は、100 畳相当の広い部屋のほぼ隅々まで、飛んで

いることいえる。 
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５ 煙による間接的可視化の実験条件 

（１）微粒子の発生装置 

製品名：ナノシードα 

製造者：株式会社ナノシード 

〒385-0051長野県佐久市中込 1267-1 

外観  ：図１ 

使用容液：A2Care 溶液（精製水 99.99％、亜塩素酸ナトリウム 0.01％） 

溶液放出：1 分間１mL放出の連続放出 

 

 

図１ ナノシードα 

（２）煙溶液 

製品名 「SAFEX」（オランダ製）         

取り扱いメーカ「Dantec Dynamics」（デンマーク） 

煙の大きさ 粒径（平均値）１μm＝0.001mm（文献[1]） 
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図２ 煙発生装置 

 

 

 

(3)レーザー測定器 

製品名 「連続光 DPSS レーザ」         

型式  「レイパワー2000（RayPower 2000）」        

製造者 「Dantec Dynamics（デンマーク）」        

(5)煙の運動の動画撮影装置 

製品名 「高速度ビデオ装置」         

型式  「Q1v」      

製造者 「ナックイメージテクノロジー（日本）」         

(6)動画の撮影条件 

1秒当たり 250コマ 

(7)実験場所 

群馬大学理工学部 プロジェクト棟 304 実験室 

実験室の広さ 横 7ｍ×幅 7.7ｍ×高さ 2.7ｍ（図面上．柱などででっぱりあ

り） 

(8)速度解析のソフト 

製品名「Dynamic Studio」          

製造者「Dantec Dynamics（デンマーク）          

 

６ 放出粒子による煙の静止画と動画 

図 3 および図４に、放出粒子による煙の動きを示す。                      
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図 3 ナノシードαの放出粒子による煙の動き（その１） 

 

 

 

 

図４ ナノシードαの放出粒子による煙の動き（その２） 

動画を、次のアドレスにアップロードしている。 

https://nanoseed.jp/mvg/ 
 

７ 放出粒子の到達範囲 
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図 3 のカメラの先端において、煙の動きが見える。ナノシードαとカメラの距離は

1.5ｍであるので、上に放出された微粒子は、少なくとも、横方向に 1.5ｍは飛ん

でいることが分かる。 

実験室の天井（高さ 2.7m）および実験室の隅（ナノシードから 7ｍの位置）で、煙

が動いていることを、目視で、確認した。 

このことにより、ナノシードαからの粒子は、100 畳相当の広い部屋（注１）のほ

ぼ隅々まで、飛んでいるということが出来る。 

（注 1）ナノシードαを 100 畳（床面積 165ｍ２）の中央に置くとし、部屋を正四

角形とすると、165ｍ２＝12.85×12.85ｍより、部屋の中央から部屋の隅

までの距離 ℓは 

ℓ＝√（12.85/2）２＋（12.85/2）２≒√（41＋41）=√82＝9.06≒9ｍ 

となり、粒子が 7ｍ飛んでいれば、100 畳相当の部屋の隅々まで、飛んで

いると云えよう。および図 6 に、 

８ 放出粒子の速度 

図 5 に放出微粒子の「垂直方向の速度分布図」、図 6 に「流れの方向と速度」を示す。 

図 5 および図 6 における「色」は、速度の範囲を示し、例えば「黄色」は、速度 0.30

ｍ/ｓ～0.325ｍ/ｓの速度範を示す。 

図 5 および図 6 より、ナノシードαから放出される粒子の速度は、0.175ｍ/ｓ～0.500

ｍ/ｓの範囲と云える。これらの色から、粒子の平均速度はおよそ 0.35ｍ/ｓと云えよ

う。 

粒子は 1秒間に約 35ｃｍ進んでいると云える。 

図 6 から、粒子の流れは、単に垂直方向の流れだけではなく、斜め上方向にも向かっ

ており、複雑な流れをしていることが分かる。 

 

         図 5 放出粒子の垂直方向の速度（色で速度を示している） 
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         図 6 流れの方向と速度（色で速度を示している） 

 

９ ナノシードαの粒子の「速度」と「飛ぶ距離」が除菌に与える効果について 

前橋工科大学における理論解析（文献[2]のｐ.8）では、ナノシードαの粒子は、

超音波加湿器の噴霧より、遙かに小さいため、粒子の速度は速く、遠くまで飛ぶこ

とが、理論的に解明示されている。本研究は、前橋工科大学での解析結果を、実証

することが出来たと考える。 

粒子の速度が速くなると、粒子が菌にぶつかる割合が高くなるため、除菌効果が高

まり、飛ぶ距離が長くなることにより、100 畳相当の広い空間での除菌が可能にな

ったと考えられる。 

 

10 結論 

粒子の動きを「間接的」に可視化する方法を用いて実験した結果、実験室の天井

（高さ 2.7m）および実験室の隅（ナノシードから約 7ｍの位置）の煙が動いてい

ることを、目視で、確認した。このことにより、ナノシードαからの粒子は、100
畳相当の広い部屋のほぼ隅々まで、飛んでいるということができる。 
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